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＜事例検討＞

菅野　勝利様（68）男性　主病名：統合失調症

合併症：糖尿病・横紋筋融解症・急性腎不全・尿路感染症・胆のう炎

外来：青南病院　主治医：川端Ｄｒ
	月
	火
	水
	木
	金
	土
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　※　水曜日デイケア後は、15：57のバスで帰宅する。

・外来では、定期的な通院と服薬状況、生活状況（特に食事）、身体状況について確認を行なっていく。

・通所では、体重・血圧を通所日ごとに確認していく。

＜外来通院患者様情報＞

・久保　興介様～本日診察時に、14～15時の間に幻聴があると話す。幻聴のために、デイケアの途中から休んでいなければならなくて困るとのこと。昼食後薬のロナセン増薬となっている。冬になると嘔気が出る方だが、現在はそんなにひどくないため大丈夫とのこと。

⇒外来では変薬後の薬の効果について確認を行なっていく。デイケアでは、デイケア参加時の本人様の状態や疲労感について確認していく。

＜勉強会＞

◎外来でのノロウィルスへの対応について

○外来患者様への対応

・発熱、嘔吐、下痢の有無について確認する

・ご家族に、発熱、嘔吐、下痢症状のある方がいないか確認する

・注意喚起のためのポスター掲示

・医事スタッフにも対応について周知させる

　・外来窓口にマスクの準備

⇒外に出しておくのではなく、必要な方にお渡しする事ができるようにする

⇒次回からはご持参いただけるように声かけする

○感染が疑われる方への対応

　・石鹸と流水での十分な手洗い

　・マスク着用

・外来の入り口から入って左側の上がり口より入っていただき、外来待合室隣室に案内する

○糞便・嘔吐物の処理に使用する際に使用するものとして、外来処置室に以下のものを設置する

・ディスポマスク

・ディスポ手袋

・ガウン

・ビニール袋

・新聞紙（ペーパータオル）

　　○糞便・嘔吐物の処理方法

1 窓をあけ換気

2 ディスポマスクと手袋（2枚重ね）・ガウンを着用

3 消毒液（0.1％）を浸した新聞紙（ペーパータオル）で吐物を覆い、外から中に向かって静かに拭き取る。（消毒液は作ってから24時間異常を経過するものは無効）

4 汚染された床は、消毒液（0.1％）を染み込ませた新聞紙（ペーパータオル）で数回拭き、最後に水拭きする

5 使用した新聞紙（ペーパータオル）・2枚重ねたうちの表側の手袋をビニール袋に入れ、廃棄物が十分に浸る量の消毒液（0.1％）を加えて密封し、一般ゴミとして廃棄する。

6 2枚目の手袋を一般ゴミとして廃棄する

7 手洗い







